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C 9 ８０％制限食の不規則摂取に対する幼若ラットの適応

食　物　29

　　　　　　　奈良女大食物○豊原容子　菊川真美　塚本幾代　三好正満

〔目的〕　現在、食生活の娯楽化が進み、食物の質や量及び摂食行動の乱れが個人の食生

活において生じており、このような不規則な摂食が半健康人の増加を招く一因となってい

ると考えられている。そこで、不規則な食事が身体に及ぼす影響と適応方法について明か

にすることを目的とし、ラットを用い以下のような実験を行うだ。

〔方法〕　6週齢のラット（Wister 舎）を４群（n =7）に分け、１群は自由摂取（Ａ群）、

他の３群は２日平均の摂食量がＡ群摂食量の80％量になるように、Ａ群摂取量の80-80％

（Ｂ群）、100-60％（C群）、120-40％（D群）とし、２日サイクルで摂食量をかえ５週

間飼育した。　呼気分析によるエネルギー代謝量を飼育開始直後（初期）及び４週間後（後

期）に測定し、BMR、活動量などの代謝指標値を算出した。飼育終了後、解剖し臓器重

量、血中の糖、蛋白、TG、FFA,肝臓中のグリコーゲン、蛋白、脂肪などの定量を行った。

〔結果〕　体重増加はＡ群に比べ、他の３群は有意に低い値となり、中でもD群の伸びが

やや悪かった。体重当りの臓器重量、血中及び肝臓中の成分は、値にばらつきが多かった

肝蛋白を除いて４群とも差はなかった。　Ｅ代謝では、総消費Ｅ量･BMR･活動量をＢ群は

除々に落し、後期にはＡ群の8 0％程度になった。しかし、Ｃ・D群は初期にB MRのみ

をＡ群の８０％程度に落し、活動量は下がらなかった。また、Ｃ・Ｄ群は初期の負担度・

情動性の値が高く、Ｂ群と比べて、不規則食の影響で制限食に適応しきれていない様子が

うかがわれた。しかし、後期には活動量･負担度･情動性も低下しており、不規則な制限食

に対して適応したものと推察された。

C 10 エネルギー代謝測定によるラットの行動解析

　　　－39-40週令の雌雄ラット１週間連続測定時の行動解析値とその変動

○郡山　薫、前田直子、塚本幾代、三好正満　（奈良女大・食物）

　目的　本研究室においては1988年より学会発表してきたとおり、質量分析計を用いラッ

ト、マウスについて連続エネルギー代謝測定を行い、さまざまな行動解析数値を求める方

法について考察してきたが、雌ラットの解析値のばらつきが目だった。そこで、今回、体

重が安定してきた4 O週齢前後のラットを用い、雌と雄との行動値の変動について調べた。

　方法　yilSTER系雌雄ラット、39-42週齢を各々3匹使用。飼育条件は、明暗1 2時間サイ

クル、室温25±3''C、餌・水とも自由摂取とし、毎日、体重及び摂食量、摂水量、尿と糞の

量を測定した。エネルギー代謝測定は、ラットを代謝測定用ガラスゲージに入れ、呼気分

析用質量分析計にてラットの吸気中と呼気中の0 2、C O 2濃度差を測定、エネルギー消費

量、呼吸商などを1 o分おきのデータとして求めた。測定は１週間連続して行い、毎日の

行動解析値を求め、その変化の度合を雌雄間で比較した。

　結果　測定中の体重変化は雌雄とも平均±1 .Og/day 以下でありほとんど変化はみられな

か･つた。摂食量は１日平均、雄:BB.5kcal(±4.B9〉、雌:46.5kcal(±7.32)であった。全消

費エネルギー量、B M R、RM R、動作活発度、情動性は１週間連続測定において雌雄と

も値のばらつきか少なく、安定した値を得ることができた。活動量、動作鋭敏性において

も、前者よりはばらつきが大きかったが誤差範囲と思われ、安定した値を得られた。活動

負担度、活動強度では、ばらつきの大きいものが約3 0 ％あった。同一グループ内では、

各種の数1! (平均)について、全体的に大きな値の違いはみられなかったが、各々の平均

をみると、雌では雄より個体間および日間の変動係数が大きかった。


